
 

2025 年 4 月 24 日 

各  位 

株式会社ふくいキャピタルパートナーズ 

株式会社福井銀行 

株式会社福邦銀行 

 

ふくいスタートアップ支援第 1 号ファンド『愛称：minori～みのり～』の設立について 

 

 株式会社福井銀行（頭取 長谷川 英一）のグループ会社である株式会社ふくいキャピタルパートナー

ズ（代表取締役社長 春木 浩人）は、ふくいスタートアップ支援第 1 号投資事業有限責任組合「愛称：

minori ～みのり～」を設立しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 設立の目的・背景 

株式会社ふくいキャピタルパートナーズは、スタートアップへの支援が人口減少や少子高齢化等の社

会課題の解決及び経済成長を後押しし、ひいては当グループのビジョン「地域価値循環モデルの実現」

につながるものと考えております。また、日本にスタートアップを生み育てるエコシステムを創出するため、

政府は 2022 年 11 月「スタートアップ育成 5 か年計画」を策定しており、スタートアップに対して大きな期

待が寄せられています。これらを背景に、地域銀行の投資専門子会社として、F プロジェクト(※１)のお客

さま、また地域経済の発展、成長に取り組むために当ファンドを設立いたしました。 

「minori ～みのり～」は、より明るい未来を実現すべく革新的アイデアを創造する起業家たちに伴走

支援し、地域に根差したコミュニティへの参画を通じて、地域経済の発展に貢献するスタートアップ企業

を育んでまいります。 

 

２． 設立するファンドの概要 

 名称 
   ふくいスタートアップ支援第 1号投資事業有限責任組合 

   「愛称：minori ～みのり～」 

 ファンド総額    10 億円 

 投資方針 

・ Fプロジェクトが掲げる地域価値循環モデルの実現を運用理念とし

て掲げ、ファンドの使命である投資先の企業価値向上によりもたら

される利潤の確保と同等に、地域経済の発展、成長を重んじる投

資を行います。 

  

・ 新規性、革新性のあるビジネスに取り組むスタートアップ企業に対

し戦略的に投資を行い、投資先企業の企業価値向上を図ります。 

※1 F プロジェクトとは福井銀行グループと福邦銀行グループによる金融グループの総称を表します。 

 

 



 

３． 該当するＳＤＧｓの目標 

 

 

 


